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９月は基本的教育と識字率向上月間です

「良いことは素直に取り入れる」

　誰の言うことでも一応は素直に聞く。いいな
と思ったら素直に取り入れて実行する。人の意
見を聞くときは、虚心になって、私心をなくし
て、素直な心で聞く。そうして他人の知恵才覚
を授かる。その難しくないことを、人はなかな
かできない。そして失敗する。
　「あんなこと言うけども、あいつ、俺をだますん
やないか」と言うて構えていると、せっかくいい
ことを言うてもらっても入ってこない。と幸之助
さんは言ってらっしゃいました。自分のほうが
知識がある、自分のほうがわかっていると思って
いるとなかなか他人の話が入って来ません。しか
し、知らないことも沢山あるはずです。虚心に
なって、馬鹿者、若者、よそ者の情報意見を聞き

たいものです。
　私が松下時代、日立が発売したポップコーン
メーカーを売れると聞いてすぐに発売したので
すが全然売れませんでした。それでも、１０失敗
して１当たれば成功だという時代でした。
　実は私が駐車場の仕事を始めた頃、不動産屋
さんの地主さんの会でコインパーキングの話を
させていただきました、その時の参加者の方々
の目が忘れられません。地主様方なので建物の
話や転売の話、いい話を腐るほど聞いていらっ
しゃるのでしょう、またいい話か私は騙されな
いぞという目でした。今、駐車場事業が上手く
行っている方々はその時私に騙された方々です。

① 国歌斉唱・ロータリーソング（奉仕の理想）　　② 会長あいさつ

③ 会 務 報 告　　④ 出 席 報 告　　⑤ ニコニコBOX披露

クラブフォーラム（ロータリーの友）本日の主要
プログラム
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第2972回例会は
台風のため中止



　鹿児島東ロータリークラブ有村茂樹ガバナーノミ
ニー、中川大作様のお運びにニコニコします。本日は
クラブ協議会（決算・予算）です。よろしくお願い申し
上げます。

　サンタローザ交換学生が本日、帰国しました。全
員、元気で成長した姿で帰ってきました。
　今回は荒殿会員夫妻と寺田会員も参加され更に交流
が深まり感謝しニコニコします。

　妻の誕生日に素敵なお花をありがとうございました。
お陰様で夏季休暇を平和に過ごせてニコニコでした。
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（ＤＥＩについて）

ガバナー公式訪問
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市内ＲＣ例会プログラム

古  木　圭  介 君

森  　　　  亮 君

〈プログラム〉クラブ協議会（決算・予算）

〈ビジター〉
　第２７３０地区ガバナーノミニー・鹿児島東ロータリークラブ
　有村　茂樹　様

　鹿児島東ロータリークラブ
　中川　大作　様

〈会務報告〉
１．例会後、定例理事会を開きます。理事役員の方は理

事会会場（山形屋食堂・開聞）にお集まりください。
　２．本日は１００万ドル食事にご協力いただきありがと
うございました。

鹿児島西プロバスクラブ例会のご案内
●日　時：９月１２日（木）１２：３０～１４：００
●会　場：熊襲亭　　●会　費：１,５００円
●プログラム：会則を現状に合わせて改正・協議
※ご出席される方は9月9日（月）までに事務局へお知らせください。

前回の例会記録 （ 8月21日分）
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■前回の例会（8月21日）の報告

田  中　藤  雄 君、中  馬　輝  彦 君
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鹿児島西ＲＣ

佐藤ガバナー補佐訪問
9月11日（水）12：30～　山形屋次回予告

小計　5,000 円　累計 84,000 円

～コーディネーターニュースより～

DEⅠとBelonging
第2地域　ロータリー公共イメージコーディネーター

神野　正博（七尾RC）

　7月26日に開幕したパリオリンピックは、多くの感動を私たち
に与えてくれました。特に開会式は、某新聞の見出しを借りれば、
まさに「寛容な社会」を訴えるメッセージ性の高いものでした。
　Diversity多様性をEquity公平にInclusionインクルージョン
すること、すなわち、紛争と分断の時代だからこそ、「多様性の
ある人々を等しく一人残さず受け入れる寛容さ」を求めたもの
だったと言えるのではないでしょうか。そんな意味で、ロータ
リーのDEⅠは世界における社会活動の潮流の先端にある考え方
と言っていいでしょう。
　さて、皆さまが愛読している（はずの）雑誌、『ロータリーの
友』は国際ロータリーの地域公式雑誌として、紙媒体でも届け
られますが、電子版アーカイブとして、私たちは最新号から
バックナンバーまでを見ることができます。そして、私は、毎
年、考え抜かれた配色で表紙にRⅠ会長が登場する7月号を楽し
みにしています。それは、7月号のRⅠ指定記事（全世界共通記事）
である会長メッセージとカバーストーリーに、その年度のリー
ダーが何を一番言いたいのかが出てくるからなのです。これは
各地区のガバナー月信第1号の7月号のガバナーメッセージも然
りかもしれません。
　メンタルヘルスを強調したゴードンR.マッキナリー2023ー24
年度RI会長の第一声は、「ロータリーは会員と世界の人々のため
に動き、恒久的な平和を築くために尽力し、全ての活動に帰属
意識とインクルージヨンを浸透させています。」でした。そし
て、ステファニーA.アーチック2024ー25年度RⅠ会長の第一声
は「ロータリーが本領を発揮できるのは、クラブでインクルー
ジョンと帰属意識が育まれたときです。実際、帰属意識こそが
「ロータリーのマジック」そのものだと言っても過言ではありま
せん。インクルージョンと帰属意識に焦点を当てれば、共通の
目的のために人々は結束しやすくなります。」です。
　お二人とも、インクルージョンと帰属意識Belongingを強調
したことは偶然ではないと思います。会員数の漸減に悩むロー
タリーにとって、多様な仲間を受け入れInclusion、会員の帰属
意識を育むことこそ、退会防止につながるからです。
　なぜ、ロータリーに帰属しているのか？一人ひとりの会員に、
会員の数だけの理由とストーリーがあるはずです。そのストー
リーのための奉仕活動や親睦活動があるはずです。そして、そ
のストーリーを外部や内部に広報することで、ロータリーの公
共イメージが向上し、より強い帰属意識が涵養されるのではな
いでしょうか。


